
















要    約

  平成 3年度より展開された思春期保健福祉体験学習事業は、毎年実施率を上げ、既に 10%

の市町村で実施されるに至っている。そこで本事業の全国調査を実施し、その評価を試み

た。「親性」の涵養という点での効果は高く、本事業の一層の普及により思春期の子供た

ちへの効果的な支援が可能である。今後は学校教育における家庭科との更なる連携と、本

事業を起点とする母(父)子保健の一貫した指導より、より継続的な展開が必要と考える。


